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1．はじめに 

 打音点検とは，点検者が構造物をハンマで打撃し，

打撃音からコンクリート内部の浮きや剥離等の欠陥を

発見する点検手法である．打音点検は簡易かつ低コス

トで実施が出来るため，一次検査で広く用いられてい

る．一方，打音点検は官能検査であり，欠陥検知精度

は点検者によって差異が生じることが舟波らによって

報告された 1)． 

打音点検の原理は，たわみ共振であり，たわみ共振

を生じさせる打撃のばらつきは打撃応答（音圧や周波

数分布）に影響する．したがって，打撃を入力する点

検ハンマが打音点検精度に及ぼす影響は大きいと考え

られるが，現在点検ハンマの規格はヘッド部の重さの

みである（1/2 ポンド，1/4 ポンド）．そこで本研究で

は，点検ハンマの違いが欠陥検知精度に及ぼす影響に

ついて検討した． 

 

2．実験概要 

2.1 試験体および被験者概要 

 試験体は図－1 に示す人工欠陥を埋設したコンクリ

ート壁型パネルである．パネル内部には，内部空洞を

模擬した発泡スチロール製の人工欠陥を複数個埋設し

てある．人工欠陥は，欠陥の厚さを変化させることで

欠陥の埋設深さを調整している．人工欠陥の埋設深さ

は 20~120mm の間で，10mm 間隔に変化させ，11 水準

とした．人工欠陥の大きさは 4 水準とした．被験者は

熟達点検者（60 代），実務点検経験者（50 代）の 2 名

とし，それぞれ被験者 A，Bと称する． 

2.2 欠陥検知率測定試験 

本測定試験では，異なるハンマ 8 種を用いた．ハン

マの詳細は表－1に示す．被験者はパネル 2枚を対象 

 
(a) 正面図 (b) 断面図 

図－1 試験体概要 

 

 

に 1 枚 7 分 30 秒を上限として打音点検を実施し，欠

陥と判断した領域にチョーキングを行う．なお，各パ

ネルに埋設された内部空洞の大きさや深さはパネル毎

に異なる．試験終了後，チョーキング結果を画像解析

し，チョーキングの位置や面積等を求め，式(1)より検

知精度の評価を行った． 

欠陥検知率[%]＝
検知した面積

欠陥総面積+誤判定面積
×100  (1) 

2.3 打撃面積測定試験 

 本測定試験では，圧力測定フィルムをコンクリート

壁面上に貼り，表－1 に示したハンマ 8 種を用いて，1

枚につき 10回打撃を行った．圧力測定フィルム（瞬 
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表－1 ハンマのパラメータ 

  重さ 形状 
長さ
(mm) 

柄の材質 
打撃部面積 

(mm2) 

1 1/4P 平面 300 グラスファイバー 132.7 

2 1/2P 平面 300 グラスファイバー 153.9 

3 1/4P 平面 450 グラスファイバー 153.9 

4 1/4P 球面 450 グラスファイバー 42.0 

5 1/4P 平面 380 木 132.7 

6 1/2P 平面 420 木 153.9 

7 1/4P 平面 390 木 132.7 

8 1/2P 平面 450 木 201.0 

※P:ポンド 
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図－2 欠陥検知率測定試験結果 

 

間圧測定範囲 50~130MPa）は，圧力が加わると発色し，

発色領域や色の濃さから打撃面積や平均圧力を測定す

ることが可能である．打撃範囲は縦 100mm，横

270mmとした． 

 

3. 実験結果 

3.1 欠陥検知率測定試験結果 

図－2 に各ハンマの欠陥検知率を示す．被験者 A は

2 番のハンマを用いた際の欠陥検知率が 73.6％と最も

高く，最も欠陥検知率が低かった 6 番のハンマと比較

すると 22.8％の差異が生じた．被験者 Bは 4 番のハン

マを用いた際に最も欠陥検知率が高く 53.1％であった．

最も検知率が低い 2 番のハンマと比較すると 16.7%，

21.6%の差異が生じた．このように，ハンマの種類に

よって欠陥検知率は変動するとともに，欠陥検知率が

高くなるハンマは人によって異なると考えられる． 

3.2 打撃面積が欠陥検知率に及ぼす影響 

 図－3 に欠陥検知率と 2.3 節の方法で測定した各ハ

ンマの打撃面積の標準偏差との関係を示す．被験者 B

（50 代）は，打撃面積の標準偏差が小さいほど欠陥検

知率が高くなる傾向が見られる．打撃面積の標準偏差

が最も小さく，欠陥検知率が最も高くなったハンマは

4 番のハンマであり，ヘッド部の形状が球面であった． 

被験者 Aは被験者 Bと同様に，標準偏差の低下に伴

って欠陥検知率が向上する傾向にあるものの，最も標

準偏差が小さい 4 番のハンマにおいては欠陥検知率が

低下した．表－1 に示したように 4 番のハンマはヘッ

ド部の形状が球状のため，打撃部面積が小さく，打撃

力は他のハンマと比較して相対的に小さくなる．被験

者 Aは被験者 Bと比べて年齢が高く，聴力が衰えてい 

 
図－3 欠陥検知率と打撃面積の標準偏差 

 

る可能性があり，打撃力が小さい 4 番のハンマでは，

得られる打撃音圧が小さくなり，音の聞き分けが困難

だったと考えられる．一方，被験者 Bは被験者 Aと比

較して若く，4 番のハンマの打撃音圧は聞き取り可能

な最小音圧を上回っていたものと考えられる．したが

って，聴力の衰えが影響しなければ，打撃面積の標準

偏差が小さいハンマを用いると良いと考えられる．加

齢により，聴力に衰えが生じた場合には，打撃面積の

標準偏差を小さくすることに加え，最小音圧を上回る

打撃力の大きさが求められると考えられる． 

 

4. まとめ 

(1) 本実験の範囲内では，ハンマが異なることで，欠

陥検知率は 20％程度変動した． 

(2) 加齢による聴力の衰えが無い場合には，打撃面積

の標準偏差が少ないハンマを使用することで，欠

陥検知率は向上すると考えられる． 

(3) 加齢による聴力の衰えがある場合には，打撃面積

の標準偏差を小さくすることに加え，最小音圧を

上回る打撃力が出力可能なハンマを使用すること

で欠陥検知率は向上すると考えられる． 
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